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照明操作金具棒 取扱説明書
このたびは、デンサン 照明操作金具棒 をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。
ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みになり指示に従って正しく使用してください。
お読みになった取扱説明書はお使いになる方がいつでも見れる所に保管してください。

安全に関する注意

この表示は  「誤った取扱いをすると人が死亡、又は重傷を負う危険性が非常に差し迫って生じる可能性がある」  内容を示します危 険
●充電部位、電球に接触しない様注意してください。

この表示は「誤った取扱いをすると人が傷害を負ったり、物的損害が発生したりする可能性がある」内容を示します注 意
●ご使用前にこの説明内容をよくお読みになり、指示に従って正しく使用してください。
●ご使用前に損傷部分がないかをチェックし、異常がある場合は修理に出してください。
　異常があったまま使用しますと重大な事故の原因になる恐れがあります。
●当社に無断で改造・分解しないでください。重大な事故の原因になる恐れがあります。
●ネジの締め付けは確実におこなってください。不十分な状態でのご使用は非常に危険です。
●継手部分は指先で軽く締めるだけでロックできます。あまり強く締めると戻しトルクが大きくなり緩まなくなります。
●緩める時は継手の上側のポールを持ってください。上側のポールが落ちることがあります。
　ポールを立てた状態で継手を緩め過ぎるとスライドが開放状態になり急激に落下して指をつめるなど傷害の恐れがあります。
　継手は少し緩めるだけにして、スライド抵抗のある状態でパイプを押し下げてください。
●清掃時は軽く湿った布巾で拭いてください。絶対にシンナーなどの溶剤を使用しないでください。
　溶剤による界面破壊を誘発しますので注意してください。
●シンナーなどの溶剤雰囲気中に長期保存しないでください。同様の界面破壊の危険性があります。
●子供にふれさせないでください。
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この表示は「誤った取扱いをすると人が死亡、又は重傷を負う可能性がある」内容を示します警 告
●周囲の安全を確認してから作業してください。
　万一のポールの転倒を考慮し、伸ばしたポールの距離分、安全を確保してください。
●不意の落下物等で目を怪我する恐れがあります。ランプ交換の作業中はヘルメット、保護メガネ、手袋を着用してください。
●ポールを伸ばした状態で横倒しにしないでください。

この商品は、舞台照明器具（スポットライト・パーライト等）の向きを操作する器具（介錯棒）です。
この用途以外には使用しないでください。

照明操作金具棒シリーズ

●全長：1.9～9.3m　●段 数：7段　●質 量：3.6kg

DLC-LAH930

9.3m
 タイプ

6.0m
 タイプ

●全長：1.9～6m　●段 数：4段　●質 量：2kg

DLC-LAH600

3.3m
 タイプ

●全長：1.9～3.3m　●段 数：2段　●質 量：1.1kg

DLC-LAH330

by



組立方法
1. ポールのネジをはずして、樹脂部品をはずしてください。（図１、図 2参照）
2. 照明操作金具をポールの先端に差し込み、ネジ止めしてください。（図 3参照）
　※注意：このときポールの内径が少し変形していると、入りにくくなりますが、木製ハンマーなどで軽く叩くと簡単に装着できます。
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使用方法
1. 先端金具の寸法は右図（図 4）を参照してください。
　高所に設置してある灯体（照明器具）に届くまで、ポールを伸ばしてください。
　ポールをまっすぐ垂直に立て、 一番竿から徐々に伸ばしてください。
　継手を（図 5）のように回すことで緩めたり締めたりできます。

2.ポールの各部の継ぎ手（黒い樹脂部）は指先のみの力で確実にしめてください。
　※注意：あまり強く締めすぎると、緩めることができなくなります。
　※注意：あまり緩くなりすぎると固定できなくなります。

3．灯体（照明器具）のアーム等に触れて、光の照射方向を変更してください。

4．操作例

灯体の首を上げる
フィルター枠の下に照明操作金具棒を
当て、上に押し上げるか、灯体の後ろ側
に、フォーカスレバーや取っ手等がある
場合はそこに引っかけて下げます。

灯体の首を下げる
灯体の後ろ側の取っ手やフォーカスレ
バー等に引っかけて押し上げるか、フィ
ルター枠に、引っかけて下げます。

灯体の首を左右に振る
アームと灯体の間に照明操作金具棒
の先を差し込み、棒をひねって回転さ
せます。

必ず上側の
ポールを持つ
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照明器具のレンズは突かないように注意してください。（レンズの破損の恐れ）

照明器具のネジ類は振動等で緩む場合があります。ネジの調整は照明器具の取扱説明書の指示に従って調整してください。
緩みすぎた場合照明器具の落下、破損の原因になる恐れがあります。


